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研究概要 

海底熱水鉱床の硫化鉱物の放射非平衡年代測定．海底熱水系がどの程度の期間にわたり活

動を続けているか，あるいはどのくらい前に活動したかを調べています．現在は，分析法

の検討を続けているところで，ルーチン分析にはなっていません．重晶石の年代測定も試

行中です． 
チムニーの中の鉱物の微量元素組成，鉛やストロンチウム同位体比組成で鉱液の起源を探

ることも可能です．  
 
分析手法 

 
1. 同位体比分析．同位体比測定を応用した年代測定 
2. 微量元素分析 

 
コラボレーションの提案例 

チムニーの金属元素の起源や鉱床生成過程を研究している学生さんに，同位体を用いた研

究手法を適用する場を提供することができます． 
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